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生活支援

小分類 災害時の支援体制の整備

具
体
的
な
取
組
内
容

取組のポイント 熊本地震の経験と教訓を踏まえ、関係機関・団体と連携し、外国人を対象とした防災訓練等を行っている。

熊本市は、誰もが住みやすい、訪れやすい、活動しやすいまちとなるために、外国人に対する支援を行っている。
市の外郭団体である（一財）熊本市国際交流振興事業団を中心に、在住外国人が地域で想定される災害に関する知識を学ぶこと、災害
に備えること、近隣の日本人・外国人住民間で支え合う関係をつくることを目指し、以下の取組を行っている。
・外国人の防災訓練の実施
・災害時外国人支援システム（K-SAFE）の運用
・多文化共生の拠点となる地域日本語教室の運営
・災害時多言語支援サポーター制度の導入
・多言語防災カードの作成・配布

人

大分類

中国 ベトナム フィリピン

２．多文化共生に関する活発な取組や、独自性・先進性のある取組の内容

　うち、国籍別上位３ヶ国の
　人数及び国籍名

１位
1,787 人

5,908 人
住民基本台帳人口

に占める割合 0.8

２位
1,216 人

３位
626

在住外国人を対象にした防災訓練

総務省　多文化共生アドバイザー

１．基礎情報

ホームページ https://www.city.kumamoto.jp/

自治体名 熊本県熊本市

担当部署名 政策局総合政策部国際課

電話番号 096-328-2070

％　在留外国人数 令和4年4月現在
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